
人、プロセス、テクノロジーをつなげ
成功への扉を開く
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今日の消費者は、拡大し続ける様々なチャネルに
おいて、シームレスでパーソナライズされた体験を
期待しています。そして、彼らはますます気まぐれに
なっています。例えば購入の検討中に、競合ブラン
ドがリッチなコンテンツで製品の価値を伝え、楽
しませてくれれば、すぐに競合他社に興味が移って
しまうでしょう。このような期待の高まりに対応す
るため、予算とリソースという制約の中でも、企業
はデジタル・トランスフォーメーションのスピードを
加速させなければなりません。

しかし、これは簡単なことではありません。新型コ
ロナウイルスの流行により、消費者の行動は根本
的に変化し、一つ一つのデジタル接点の重要性が
高まったことは周知のとおりです。そして、この危機
的状況が収まるにつれ、デジタルファーストの市場
やビジネスモデルが今後も続くことはますます明
白になってきています。ガートナー社の予測による
と、2025年までにB2B企業における販売のやりと

りの80%がデジタルチャネルで行われるようにな
るそうです。

一方、世界の一般消費者向けオンラインショッピン
グの売上は、今年初めて5 兆ドルを超えました。小
売業全体の5 分の1以上を占めると予想されていま
す。オンライン上で提供するカスタマー・エクスペリ
エンス（CX）の質は、成功する企業と失敗する企業
の差別化要因として、今後ますます重要な意味を
持つようになるでしょう。

景気低迷が続く中で、マーケターやデジタル担当者
はより少ない人数で多くの成果を上げることを求
められているのです。

イントロ
この2年間で、デジタルエクスペリエンスを取り巻く環境は
かつてない速さで変化しています。
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ガートナーによると、売上高に占める
マーケティング予算割合は、2020年
の11％から2022年には9.5％に減少。
そのうちの56％がデジタルチャネル
に充てられるようになりました。予算
に余裕がないため、マーケターは外
部への依存度を下げています。つまり
自社でできることを増やし、代理店
への依存を減らしているのです。例
えば、2021年には代理店業務の29%
が社内チームへと移行しています。

同時に、高品質のデジタルコンテン
ツをより速く提供することが、今まで
になく重要になってきています。顧客
の関心を引き、満足させ、さらに喜ば
せるためには、適切なエクスペリエン
スを提供しなければなりません。し
かし、以前より少ないリソース（もし
くは人員を増やすことなく）で、急増
する要求に応えることが求められて
います。これにより、企業はそのギャ
ップを埋めるのに苦労しています。ガ
ートナーのレポートによると、デジタ
ル化を担当するチームの76%は、求

められるスピードと柔軟性を備えた
サービスを実際に提供できていませ
ん。

このチャレンジを乗り越えるために、
企業はどのような戦略をとるべきで
しょうか。このEブックでは、人、プロ
セス、テクノロジーを最大限に活用
し、生産性、アジリティ、イノベーショ
ンを最適化するために、部門の垣根
を越えたアプローチをご紹介してい
ます。このコラボレーションを活用し
た戦略により、企業はより少ない予
算でより多くのコンテンツを作成し、
ワークフローを改善することで、急
速に進化する消費者の嗜好や期待に
対応できるようになるでしょう。
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76%

デジタル化を担当するチームの76%が
必要とされるスピードと柔軟性を実現

できていない



デジタル戦略の 
近代化：
マーケティングもITも 
一人ではできない
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デジタル・トランスフォーメーション
は大掛かりなプロジェクトですが、協
力者が多ければそれだけ負担も軽く
なります。近年、CIO（最高技術責任
者）やCMO（最高マーケティング責
任者）は、さらなるデジタル変革を推
進しなければならないというプレッ
シャーにさらされています。しかし、
従来のような部門を縦割りにしたア
プローチでは、この課題を解決する
ことはできません。

これは、これまでのデジタル・トラン
スフォーメーションの取り組みのほ
とんどが失敗している理由の一つで
しょう。マッキンゼーのデジタル戦略
に関するグローバル調査によると、
企業の業績を向上させ、その利益を
長期的に持続させることに成功した
デジタルトランスフォーメーションの
取り組みは3分の1以下であることが
わかっています。

世界で最も成功しているオンライン
ビジネスの多くは、従来のモデルか

ら脱却し、新しい形の価値提供を模
索しています。先進的なCIOは、ガー
トナー社が「フュージョン・チーム」
アプローチと呼ぶモデルを活用して
います。このモデルでは、テクノロジ
ーの専門知識と他の領域の専門知識
を融合させたチームが、IT部門とそ
れ以外の部門の境界を無くしていま
す。これはデジタル・トランスフォー
メーションの成功につながるとされ
る、アジャイル戦略です。 

ガートナー社の調査による
と、このような幅広いアプ
ローチをとる分散型で同時
進行させる取り組みは、集
中型の逐次的な取り組みに
比べて 2.5倍のスピード で
進めることができるそうで
す。
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名称はともかく、このアプローチは新しい価値提供
の形を予感させています。フュージョン・チームは、
部門ごとの責任で業務を組織化するのではなく、複
数の分野にまたがる編成になっています。このよう
なチームは、ビジネスや顧客により貢献できるよう
な能力を引き出すために設けられています。  
 
フュージョン・チームは、マーケティング、デジタル、
カスタマーエクスペリエンス、IT、開発など、さまざ
まな分野をまたいで人材を集めます。 
 
組織によっては、ビジネスユーザー、技術者、情報
部門のスペシャリストの比率が異なることがあり
ます。しかし、それぞれの専門知識は異なっていて
も、共通の目標を持つという点では同じです。 
 
フュージョン・チームのアプローチを活用すること
で、デジタル・トランスフォーメーションの構想が成
功する可能性が高まるだけでなく、非常に魅力的
なコンテンツや一流のデジタル体験を提供するこ
とができるようになるのです。社内で完結する仕事
が増えてきたら、今度はそのコンテンツを作成・提
供するチームに、さらに多くの人を社内から集める
必要があるでしょう。 

また、部門を超えたコラボレーションは、各チーム
メンバーがより多くのことを成し遂げるためのパワ
ーとなります。例えば、マーケターやビジネスユーザ
ーが最適なツールを使うことで、自分たちが作成し
たWebページの更新や維持により責任感を持って
取り組めるようになります。こういった作業を開発
者に頼る必要がなくなれば、技術チームはより有
意義な業務に時間を割くことができるようになるで
しょう。

フュージョ
ン・チーム
とは？ フュージョン・チームによって

 技術力、分析力、ビジネス領域に関す
る専門知識の融合ができる 

 構築したソリューションに対する責任
を共有できる 

 業務内容ではなく、成果によって組織
化できる

ガートナーではフュージョン・チー
ムと呼んでいますが、その他にも “
タイガー・チーム “や “SWATチー
ム “などと呼んでいる企業もあり
ます。
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進化したシステム
が創り出す新しい
カタチ
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フュージョン・チームは、CMOとCIO
の強い連携に基づいて成り立ちます。
この連携がうまくいかないと、CMOも
CIOもCDO（最高デザイン責任者）か
ら見放されたり、他の事業部門に役
割が移されてしまう可能性がありま
す。その結果、収益、市場シェア、競
争優位性を失うことになりかねませ
ん。

マーケティングとテクノロジーのリー
ダーが互いに協力し合うためには、各
チームがそれぞれの強みを発揮でき
るような形で、シームレスに協力し合
うことが必要です。そのためには、マ
ーケター、Web開発者、デジタルチー
ム、ITプロフェッショナルが等しく活
用できるツールが必要です。選択肢を
ひとつのベンダーに限定した閉鎖的
なシステムでは、求められる柔軟性を
実現することはできません。 

システム連携を追加することは可能
ですが、その作業は複雑で面倒なも
のになりがちです。従来のデジタル・
エクスペリエンス・アーキテクチャの
ほとんどは、今成功をもたらしている
部門横断的なやり取りをサポートする
ように設計されていないのです。

昨今の顧客は、より洗練され、シーム
レスかつパーソナライズされた体験を
期待しています。これを実現するため
には、企業は常に変化に敏感でなけ
ればなりません。これはつまり、さま
ざまなチャネルでコンテンツ配信する
すべてのツールへのアクセスを民主化
することを意味します。

  

フュージョンチームは、強固な協力
関係の上に築かれる

CMO CIO
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こうした共有ツールを使って、すべて
のユーザーが業務遂行に必要な機能
を使用できなければなりません。デ
ジタル・エクスペリエンス・プラットフ
ォーム（DXP）とコンテンツ・マネジメ
ント・システム（CMS）においては、 
コンポーザビリティ が民主化のカギ
となります。コンポーザブルなDXPな
ら、コンテンツ管理と顧客データ管
理の両方の機能を提供することがで
きます。

さらにこのシステムは、開発、展開、
コンテンツ作成、サイト構築、キャン
ペーン、テスト、最適化に携わるすべ
てのチームがワークフローを構築で
きる共通の基盤として機能します。
最終的には複合型のソリューション
によって、顧客ニーズに合わせた有意
義な体験を提供することができるよ
うになります。

コンポーザブル・アーキテクチャの考
え方を適用すると、パッケージ化さ
れた業務システムが全社的な基盤と
して機能するようになります。サービ
ス、ライブラリ、パッケージ、カスタム
コードの組み合わせから、必要なも
のを正確に組み立てることができる
のです。また、ビジネスニーズの変化
に応じて、アーキテクチャーの一部
を簡単に追加、削除、または変更す
ることが可能になります。近年ますま
す高まる柔軟性と俊敏性へのニーズ
に対応するため、DXP市場ではモノ
リシックなソリューションからコンポ
ーザブルなソリューションへの移行
が急速に進んでいます。

元祖（そして究極の）コンポ
ーザブル・アーキテクチャ・
フレームワーク：DRUPAL
DrupalはオープンソースのCMSで、
膨大な数のコミュニティーに支えら
れ、広く利用されています。 

 企業サイトの8つに1つはDrupalで
動いている

 118,000人以上のアクティブなコミ
ュニティ貢献者がいる

 46,000以上の統合・拡張機能を備
えている

 Drupal. orgへの訪問者数は月間
120万人

 複合的なコンポーネントを使用し、
構造化されたデータを管理するた
めに設計されている
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https://www.drupal.org/


コンポーザブル・アプローチをCMS
に活用する最大のメリット

 コンテンツの作成がより速く、より簡単にな
る 

 マーケティングチームと開発チームの連携
が促進される 

 より有意義なカスタマー・エクスペリエンス
の提供をサポートする 

 多様なニーズにも対応する 

 既存のものから将来のロードマップにある
ものまで、多様なプロジェクトの要件を満
たす

このアプローチを採用すると、フュージ
ョン・チームは同時進行でワークフロ
ーを管理できるようになります。プロジ
ェクトの上流にいる関係者がそれぞれ
のタスクを完了するのを待たずに、複
数のグループが自律的に同時に作業を
行うことができるのです。

プロジェクトの進行を妨げる典型的な
要因である依存関係を取り除くことで、
コンテンツクリエイター、データサイエ
ンティスト、フロントエンド開発者がそ
れぞれ独立してタスクを実行すること
が可能になります。

例えば、コンテンツマーケター、プロダ
クトマーケター、イベントマーケターな
どのビジネスユーザーは、開発者の手
を借りずにWebページを作成、更新、
最適化することができます。

データサイエンティストは機械学習モ
デルの構築を進められ、フロントエン
ド開発者はカスタマーエクスペリエン
スを向上させることができます。どちら
かが優先されるわけではありません。
コンポーザブル・プラットフォームは、
データに基づくパーソナライゼーショ
ンによって新しいデジタル体験を生み
出し、スピードと効率性を実現するので
す。

フュージョン・チームの各メンバーは、
成果を上げるためにそれぞれ異なる能
力を必要とするため、クロス・ファンク
ションによるコラボレーションも促進
できます。
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チームメンバー 
それぞれに最適な
CMSの機能
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ガートナーのモデルでは、フュージョ
ン・チームは 3 種類のユーザーから
構成されています。ビジネス・ユーザ
ー、ITプロフェッショナル、そしてその
間に位置する、ガートナー社が “ビジ
ネス・テクノロジスト “と呼ぶユーザー
グループです。このビジネス・テクノロ
ジストとは、テクノロジーをビジネス目
標に合致させることに重点を置く新し
い役割です。

彼らは、技術的な専門知識を持ちなが
ら、企業としてのビジネス目標や戦略
も理解している組織内の人物です。ビ
ジネス・テクノロジストは、ITとビジネ
スの間の連絡役であり、デジタル・ト
ランスフォーメーションの推進を直接
担当します。すべての組織でビジネス・
テクノロジストと呼ばれているわけで
はありませんが、ほとんどの組織でこ
のようなメンバーが存在します。

  

ビジネス・イノベーション テクノロジー・イノベーション

フュージョン
チーム ビジネス 

ユーザー
ビジネス

テクノロジスト
IT
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アクイアのビジョンは、フュージョン・チー
ム全体がDrupalにアクセスできるようにす
ることです。この目標に合わせ、私たちはガ
ートナーの調査に引用されている市場動向
に合わせた仕様でフュージョン・チームの
コンセプトを作りました。ここでは、片方に
マーケッター（ガートナーで言うビジネス
ユーザー）、もう片方に開発者（ガートナー
で言うIT）、そして真ん中にサイトビルダー
（ガートナーで言うビジネス・テクノロジス
ト）が配置されています。

これらの担当者がCMSに求めるものは、そ
れぞれ大きく異なります。マーケターは通
常、コンテンツの組み立て、作成、最適化を
コントロールできる ローコードでのアプロ
ーチ を求めています。ドラッグ＆ドロップ
のUIを使用することで、マーケターは自分
の作りたいページや体験を構築し、すぐに
そのイメージを確認することができます。
また、開発チームが構築した高度でダイナ
ミックなコンポーネントを、魅力的なエク
スペリエンスに仕上げることも可能です。そ
してコンテンツを継続的に最適化し、誰も
が簡単にコンテンツを見つけられるように
し、適切なコンテンツを適切な人に適切な
タイミングで提供できるようにします。

  

ビジネス・イノベーション テクノロジー・イノベーション

マーケター サイトビルダー 開発者
フュージョン

チーム
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対して開発者は、通常ハイコードなア
プローチを求めます。これによって、
思い通りの体験やテンプレート、コー
ドを作成する力を最大限にすること
ができるからです。そのために必要に
なるのは、デジタル体験のオーケスト
レーションをコンテンツの管理から
切り離した ヘッドレスアーキテクチ
ャ。ヘッドレスは、コンポーザブル・ア
ーキテクチャをサポートし、チャネル
やメディアを横断して、様々なデバイ
スに応じたコンテンツを提供できる
ようにします。

しかし、中間の役割であるサイトビル
ダーはどうでしょうか？Drupalを基盤
とするアクイアでは、企業のニーズや
特定のユースケースに応じて ハイブ
リッドアーキテクチャ を構築し、ハ
イコードまたはローコードのどちらか
を使用することが可能です。

ハイブリッド戦略では、コンテンツの
ある部分はローコードプラットフォー
ムでレンダリングをコントロールし、
他の部分は完全に分離されたヘッド
レスのクライアントサイド・レンダリ
ングを使用して構築することが可能
です。

アクイアでは、この3つのアプローチ
を、一元化された企業全体のコンテ
ンツ管理システム内で行うことがで
きます。つまりAcquia CMSを利用す
れば、フュージョン・チーム全員のニ
ーズを等しく満たすことができるので
す。これが、チームの成功とビジネス
のための変革をもたらすのに不可欠
なテクノロジー基盤となるのです。
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ACQUIA CMSが
3つのアプローチを
サポートする仕組み
ユーザー、プロジェクト、目標に
応じて最適なスターターキットを
選択することができます。
利用するCMSやデジタルエクスペリエンスの目標
が進化したとしても、Acquia CMSは常にその要
求に応え続けることができます。既存のDrupal
や、Acquia CMSアプリケーションにAcquia CMS
の一部を取り込むことも、新しいスターターキッ
トを活用して新しいプロジェクトを開始すること
も可能なのです。

ビジネスユーザーと コン
テンツ作成者、若干の開
発者も交えて構成された
チーム

ビジネスユーザーと開発
者の混合チーム

ヘッドレスアーキテクチ
ャがもたらす高い柔軟性
により、オムニチャネル
のコンテンツ配信を実現
したい 開発者チーム

 ビジネスユーザー向け
の直感的なインターフ
ェイス

 スピーディなコンテン
ツ制作を可能にする
再利用可能なコンポ
ーネント

 高い水準での標準化
 役割ベースのアクセス

および権限ガバナンス

 共同プロジェクトで
構築されたDrupal
のレイアウトとディ
スプレイをより自律
的にするための土台

 ヘッドレスで最適化さ
れたCMS基盤、フロン
トエンド開発者にとっ
ての使い勝手の良さ

必要なもの

エンタープライズ向けロ
ーコード・スターターキ
ット

コミュニティ向けスター
ターキット

ヘッドレス・スターターキ
ット

解決方法

チーム構成
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イノベーションを
起こす組織はどう
やって困難を克服
しているのか？
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スタンレー・ブラック＆デッカー 
社は、現在15のブランドを傘下
に置き、6,000人以上の従業員を
抱える世界有数の工具・収納用
品メーカーです。

最近では、顧客志向、革新性、成
長性を高めることを目的に、デジ
タルとEコマースの大規模な変革
に踏み出しました。この変革の一
環として、新しいデジタル体験プ
ラットフォームを導入しただけで
なく、社内の文化的な変化にも大
きく乗り出しました。この取り組
みを支えるため、スタンレー・ブ
ラック＆デッカー社は、スキルと

専門性を最適に組み合わせたチ
ームを編成し、アジャイルベース
のアプローチを採用。あるチーム
はローカルマーケットに特化し、
別のチームは開発、別のチームは
コンテンツ制作に焦点を当てまし
た。各チームには、ビジネスユー
ザー、ビジネス技術者、ITスペシャ
リストが参加し、互いに連携を取
りながら作業を進めました。

スタンレー・ブラック＆デッカー
社は、Drupal上に構築された ア
クイアのコンポーザブルDXPを活
用し、各地域の関係者がグローバ
ルガバナンスとブランドガイドラ

インに準拠しつつ、各自でサイト
をカスタマイズすることができる
ようにしました。また、各地域の
市場向けにカスタマイズされたE
コマースサイトの活性化も目指し
ました。彼らは部門を超えてチー
ムを編成し、Site FactoryとSite 
Studioを使用して、3ブランドの4
つの新しいWebサイトをわずか3
週間で作成。また、コンポーザブ
ル・テクノロジーと画期的なチー
ム編成を活用し、2023年末まで
に200個の新規Webサイト構築を
目標に活動しています。

スタンレー・ブラック
＆デッカー

ケーススタディ
18
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アルコン 社は、革新的な視覚製品を提供
し、人々の視力を向上させることで生活の
質を高めることを使命とするアイケア企業で
す。

2018年半ばに多国籍製薬会社であるノバル
ティス社から分離された同社は、限られた時
間内で大量のWebサイトをノバルティス社の
ホスティングプラットフォームから移行させる
必要がありました。オムニチャネルマーケティ
ングチームとモバイル開発チームの密接な連
携、そしてアクイアとの実りあるパートナーシ
ップによって、これを実現したのです。

Site Studioを活用し、各地域のコンテンツ制
作者が再び権限を持てるようにしました。こ
れにより、開発者とコンテンツ制作者の両者
が自律的に同時にタスクを処理できるように
なり、開発工数が削減されるとともに、イノベ
ーションも可能になりました。

事実、アルコン社はこのプロジェクトにより、
約50万ドルのコスト削減と26％の開発時間
短縮を見込んでいます。さらに、わずか14ヶ月
の期間で73個ものWebサイトをSite Factory
に移行することができ、もはやサイト制作や
メンテナンスにおいて外部の開発会社に頼る
必要がなくなりました。

アルコン
ケーススタディ
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Alcon.com


10万人以上の従業員を擁し、医
薬品、家庭用医薬品、農薬の3
つの部門を持つ世界的なライフ
サイエンス企業であるバイエル
社は、極めて複雑なデジタルエ
コシステムを管理しています。

バイエル社のデジタルチーム
は、老朽化した従来のCMSが寿
命を迎えつつある中、約1,600の
Webサイトを、短期間で新しい
プラットフォームへ移行するとい
う必要性に迫られていました。

バイエル社の経営陣は、組織全
体の関係者が共通のコンテンツ
戦略に基づいて結束することの
重要性と、既存の優良コンテン
ツを新しいサイトに再活用し、
効率的に運用することの価値を
理解していました。このため、各

地域のマーケットはさらに柔軟
で素早い対応が可能になりまし
た。アジャイルアプローチを活
用することで、各地域の関係者
がIT 部門の関与なしにコンテン
ツを構築・更新できるようにな
り、一つのWebサイトのリリース
に数ヶ月かかっていたスケジュ
ールが、一日に3つもリリースで
きるまでに短縮されました。

バイエル社はハイブリッドCMS
のアプローチを選択し、Acquia 
Site Studioをデカップル型コ
ンポーネントと組み合わせて使
用しました。これにより各地域
のユーザーは、作成・管理する
Webページやコンテンツに対し
てより責任感を持って対応でき
るようになりました。 

これは開発者がより創造
的なプロジェクトにエネル
ギーを注げるようになるだけ
でなく、それぞれの地域にお
いてもさまざまな法律、規制、
言語などの要件を満たすことが
でき、企業全体で標準化とコン
ポーネントの再利用を促進する
ことができたのです。彼らは14
ヶ月の間に、50種類以上の言語
からなる437のサイトをAcquia 
CMSに移行させることができま
した。現在では、新規サイトの
立ち上げに平均2～3週間しかか
かりません。これは30～40％の
開発期間の短縮になります。さ
らに、新しいサイトはより柔軟
で使いやすくなり、オーガニック
トラフィックとエンゲージメント
が増加しました

バイエル
ケーススタディ
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https://www.bayer.com/en/


まとめと 
ポイント
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昨今のデジタルチームは、少ないリ
ソースで多くのことを行い、かつ多く
のコンテンツをいち早く提供しなけ
ればならないというプレッシャーに
さらされています。このような期待の
高まりに対応するためには、予算と
リソースの制約がある中で、開発と
デジタル・トランスフォーメーション
の期間を短縮する必要があります。 

多くの企業はこの実現のために、
ガートナー社が提唱する「フュー
ジョン・チーム」、あるいは単純
にアジャイル・コラボレーション、
「タイガーチーム」、「SWATチー
ム」、「デジタル化チーム」などと
呼ぶアプローチを活用し始めてお
り、デジタル体験と魅力あるコン
テンツの提供に全社から関係者
を集めているのです。

アクイアのビジョンは、フュージ
ョンチーム全体がDrupalにア
クセスできるようにすることで
す。Acquia CMSは、ローコード、
ハイコード、そしてページやサイト
構築のハイブリッドアプローチを
提供しているので、フュージョン・
チームの全員が平等に使うことが
できるのです。これは、チームとし
ての成功と、イノベーションを推進
するために欠かせない技術的な
基盤なのです。
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Acquia CMSはDrupalを基盤とし、Acquiaプラットフォ
ーム用に最適化された、コンポーザブルでオープンソース
のハイブリッドCMSです。さらに、デジタルコンテンツとエ
クスペリエンス両方の管理が可能です。アクイア独自の拡
張機能により、ヘッドレス、ローコード、およびその中間の
すべてのアーキテクチャで、コンテンツの作成と配信を行
うすべてのユーザーをサポートします。

フュージョン・チームの手法は
あなたのビジネスにどんな変革
をもたらすのか？

デモをリクエストする
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https://www.acquia.com/products/drupal-cloud/acquia-cms


ACQUIA.COM

アクイアについて
アクイアは、世界中で最も革新的なブランドがデジタルカ
スタマーエクスペリエンスを創造できるよう支援していま
す。オープンソースのDrupalを中核とするAcquia Digital 
Experience Platform（DXP）は、世界中のマーケター、開
発者、IT運用チームなどが、顧客満足度やコンバージョン
率を高め、競合他社に差をつけるデジタル製品やサービス
の迅速な構築・展開を可能にします。
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https://www.acquia.com/
https://www.facebook.com/acquia/
https://twitter.com/acquia
https://www.youtube.com/channel/UC--IusnuLuIGptCgCPss1Og
https://www.linkedin.com/company/acquia/
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